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伊藤克敏先生の本学 ご退職 にあたって
伊藤克敏先生 には古稀 を迎 え られ,ま ことにおめで とうござい ます。先
生 におかれ ま して は,人 格的に も,長 年一筋 に研鐙 を積 まれた学者 と して
も,ま た教育 者 として も人生 の頂点 にい らっ しゃるの に,2005年 三 月末
で定年 によ り退職 されるこ とは,学 則 によ り止 むを得 ないこ ととは承知 し
てお りますが,心 情 的に本当 に残念です。 しか しご退職後 も非常勤講師 と
して本学科 の学生や院生 をご指導 されることにな り,心 の安 まる想 いがい
た してお ります。
先生は,学 問的厳 しさと豊かなお人柄 によってた くさんの方 々の人望 を
集めてい らっ しゃい ます ので,悟 越 に存 じますが,先 生の ご退職 にあたっ
て,専 門が異 なる者 と して,1974年 以来 の同僚 と して,大 学 の後 輩 とし
て,ま た親 しくさせ ていただきま した友 人 として,御 挨拶 の ことば を述べ
させていただ きます。
伊藤先生 は,長 年 にわた って本学学部の英語教育 を向上 させ るために多
大 な貢献 をされて まい りま した。本学大学 院 において も,創 設に尽力 され
て,現 在 まで重鎮 として英語学 に関す る演習 と講義 を担 当 されてお りま
す。
先生は,日 本 児童英語教育学会(JASTEC)の 元会長(現 在顧 問),大 学
英語教育学会(JACET>の 評議 員,英 国国際教育研究所(IIEL)の 顧 問 とし
て広 く活躍 されてお られ ます。 さらに全国の大学生 によって 自主的に運営
されてい る英語強化訓練同好会 αTC)の 顧 問 として指導 にあた られ,こ れ
まで に本学の学生 をは じめ優秀な入材 を育成 して社会へ送 り出 して こられ
ました。
また,横 浜言語 と人間研究 会会長 と して30年 以上 も,地 域教育の ため
に鋭意専心 されてお ります。
先生が企画運営 において名人の域 に達 していることは,専 門は違 うとは
申 しまして も,私 も知 るところです。先生 は,言 語研究セ ンター所長 と し
ての3期6年 間の在任期 間中 に,一 般 人を対 象 とす る英語,フ ランス語,
中国語,ス ペ イン語の講座 や,ハ ワイ大学,Temple大 学 の講師 を招 いた
連続講演会 を開かれ ました。 また,言 語耐究 セ ンター所長 を務め られてい
た時 に発足 された外 国語教育研究大会は,本 年,第8回 英語英文学科主催
英語教 育研 究大会 として催 されてお ります 。先生 は本学 で,10年 ほ ど前
には 日本 言語学会全国大会 を,ま た昨年度 には第6回 日本語 用論学会全 国
大 会 を実 行 委 員長 と して 開催 され た こ とは記憶 に新 しい と ころで す。
先 生 の温 厚 さには ひ との心 を捉 えて離 さない魅 力 が あ ります。 それ は一
つ には先 生 の英 語 力 に裏付 け られ て い るの で は ないで し ょうか。
先 生 が青 山学 院大 学 に入学 され て間 もな く,高 等 学校 の恩 師故M.G.森
先 生(後 に南 山大 学教 授)の 名刺 を携 えて,学 院 長 の故 豊 田実先 生 に挨 拶
され た時 に,豊 田先生 は森 先 生の 教 え子 で あ る こ とを知 られ る と即 座 に流
ち ょうな英語 で"IwillincludeyouasoneofmyEnglishspeakingfriends"
と話 され て,ご 自身 は 多忙 で あ る と申 され る と,故 加 藤 正 男教 授 を紹 介 さ
れ た とい う若 き 日の体 験 は,貴 重 な思 い出 と して先 生 を支 え て こ られ たの
で は ない か と拝 察 い た します 。
大学 をご卒 業 後,郷 里 三 重県 の 県立 高等 学 校 に勤 務 され て いた 時 に,キ
リス ト教 会の 牧 師 さんが ア メ リカ に帰 国 され て い る期 間 中,牧 師 さんの代
わ りに英 会 話教 室 の教 師 を された こ と,私 立 高等 学 校 に移 られて か ら も教
師 と して また研 究 者 と して学 校長 や大学 学 長 の支 援 に恵 まれ た こ と,ア メ
リカ に フル ブ ラ イ ト留学 され た こ と,本 学 に奉 職 され て か ら も青 山学 院大
学 勇康 雄 教授 の 門下 生 と して研 究 指 導 を受 け られ た こ とな ど,限 られた紙
面 で は とて も記 しきれ ない ほ どこれ まで先 生 の英 語学 の研 究 者 と して また
英語 教 師 と しての 数 々のエ ピ ソー ドを折 に触 れ て承 って まい りま した。
なか で も特 筆 したい の は,先 生 が率 先 され て英 語 に よる授 業 を され た こ
とです 。神 奈川 大 学 にお いて大 学紛 争の余 儘 が まだ残 っ てい た 頃,本 学 科
の あ る男 子学 生 が 先生 の英 語 によ る授 業 に感 動 して誇 ら し く私 に話 した こ
とが思 い 出 され ます。 他 大学 にお い て も,兵 庫教 育大 学 大学 院,国 際基 督
教 大 学 大学 院,青 山学 院大学 大 学 院,早 稲 田大学 大学 院 な どで英 語 で授 業
を され,ま た各 地 で高 等 学校 の教 員 を対象 とす る講演 会 で英 語 に よ り講 演
を されて お ります 。
脳 の言 語 能 力 に よっ て8歳 まで な らnativespeakerの 発 話 を聞 かせ る こ
とに よって正 しい発 音 や イ ン トネー シ ョンが 児童 の 口か ら 自然 に出 て くる
とい う理論(`theearandthemouthareintricatelylinked')を 基 に して,先
生 は 日本 人の小 学 校 の 教 師 が児童 に英語 を教 える こ との必 要 性 を情 熱 的 に
力 説 され てお ります 。 先生 が公立 小 学校 にお け る英 語教 育 の 実 態調 査 を さ
れ た時s門 外 漢 の私 も京都 市 と金 沢 市 の教 育委 員 会 に同行 させ てい た だい
た こ とが 回想 され ます 。 また,数 年 前,朝 日新 聞 社 主催 に よ り,小 学校 の
英語 教 育 につ いて故 若林 俊輔 教授 とケ0ブ ル テ レ ビで デ ィベ イ トを され ま
したが,沖 縄 の視 聴 者 の 方 か ら も手 紙 が寄 せ られ た と伺 っ てお ります 。
ただい ま本稿 を記 しなが ら,先 生が碩学 であるだけでな く,筋 金入 りの
英語 による授 業の達人であることを今更 なが ら痛感 している次第です。
十数年来,先 生 はご研 究に没頭 され る合 間を縫 って,自 彊術 で 日々心 身
を鍛錬 されて,意 気軒昂 でい らっ しゃい ます。近 くにはこ著書 を出版 され
る との こと,ま ことに喜 ば しい限 りに存 じます。
ここに先生の ます ますの ご健 勝 をお祈 りし,一 層の ご指導 をお願いす る
次第です。
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